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NEDOが実施するムーンショット型研究開発事業 

「電気化学プロセスを主体とする革新的 CO2大量資源化システムの開発」へ参画 

 

株式会社カーリット（代表取締役社長：金子洋文、資本金：2,099百万円、以下「カーリ

ット」）は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構(以下、NEDO)のムーン

ショット型研究開発事業※1「電気化学プロセスを主体とする革新的 CO2 大量資源化システ

ムの開発」※2(以下、本プロジェクト)に、2025年 4月よりNEDOの再委託先として参画し

ています※3。 

 

本プロジェクトは、大気中に放散された希薄な CO2 を物理／化学的手法にて回収・富化

（高濃度化）し、再生可能エネルギーを駆動力とする電気化学プロセスにより還元資源化す

る統合システムを開発するものです。 

開発する統合システムは、主に物理吸着および電気化学的な手法による CO2回収・富化、

および分離した CO2 を原料として有用化学原料(エチレン等)を生成する電解還元の技術か

ら構成されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カーリットは、創業時からのコア技術である電解用電極技術および電解セル技術を発展

させ、CO2 濃度を 10 倍以上に富化させる CO2 富化電気化学デバイスの電極開発、および

CO2 を電解還元するリアクターの消費エネルギー低減技術、耐久性向上技術の開発を担当

します。これにより、本プロジェクトの目標である、CO2を回収・削減し、有用化学原料（エ

チレン等）に変換する新たなカーボン循環システムの実現に貢献します。 



  

カーリットは、持続可能な社会の実現に向け、研究開発をはじめとするあらゆる事業活動

を通じカーボンニュートラルの実現に取り組んでまいります。 

 

 

※1 NEDOが実施する「ムーンショット型研究開発事業」について（NEDOwebサイト） 

https://www.nedo.go.jp/activities/ZZJP_100161.html 

 

※2 「電気化学プロセスを主体とする革新的 CO2大量資源化システムの開発」の概要につ

いて（株式会社理研イノベーション webサイト） 

https://www.innovation-riken.jp/moonshotpj00/ 

 

※3 本プロジェクトは、国立大学法人東京大学、国立大学法人大阪大学、国立研究開発法人

理化学研究所、ＵＢＥ株式会社、清水建設株式会社、千代田化工建設株式会社、古河電

気工業株式会社、マクセル株式会社、日本化薬株式会社と共同で実施します。 
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